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塩野義製薬の成長戦略における知的財産部

門の貢献 
はじめに 
塩野義製薬は、1878 年の創業以来、日本の製薬業界を牽引するリーディングカンパニーの一つ

です。 近年、製薬業界を取り巻く環境は、グローバル化、技術革新、医療費抑制など、大きく

変化しており、企業は持続的な成長のために、新たな戦略を打ち出す必要に迫られています。

塩野義製薬も、このような変化に対応し、研究開発、事業開発、グローバル展開など、様々な

戦略を推進しています。 

本稿では、塩野義製薬の成長戦略における知的財産部門の貢献実績について、以下の観点から

詳細に分析します。 

● 知的財産部門の役割と責任範囲 
● 成長戦略における知的財産の重要性 
● 取得した特許 
● ライセンス契約、共同研究開発、M&A 
● 新薬、医療機器などの製品化実績 
● 知的財産リスク管理、紛争解決 
● 企業の収益、ブランド価値、競争力への影響 

知的財産部門の役割と責任範囲 
塩野義製薬の知的財産部門は、研究開発から事業化に至るまで、企業活動のあらゆる段階にお

いて、知的財産の創造、保護、活用を推進する役割を担っています。 これは、製薬業界におい

て、知的財産が医薬品の研究開発、製造、販売における競争優位性を確保するための重要な要

素であるためです。 具体的には、以下の業務を遂行しています。 

● 特許の取得・管理: 新薬、医療機器、診断薬などの研究開発成果を特許として出願・権利化

し、その権利を維持・管理する。 
● 商標・意匠の管理: 企業ブランド、製品名、ロゴなどを商標・意匠として出願・権利化し、

ブランド価値を保護する。 
● ライセンス契約: 自社の知的財産を他社にライセンスすることで、収益を拡大する。 
● 共同研究開発: 他社や研究機関との共同研究開発において、知的財産の権利化と活用を推進

する。 
● M&A: 企業買収や合併に伴う知的財産のデューデリジェンス、評価、統合を行う。 
● 知的財産リスク管理: 知的財産に関するリスクを特定し、適切な対策を講じることで、企業

の損失を防止する。 
● 紛争解決: 知的財産権侵害などの紛争が発生した場合、交渉、訴訟などの手段を用いて、企

業の権利を守る。 
● 従業員教育: 知的財産に関する知識・意識を高めるための研修プログラムを開発・実施す

る。 
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知的財産部門の規模と構成 
塩野義製薬の知的財産部門は、約 100 名の専門家で構成されており、 薬剤師、弁護士、弁理士

など、多様なバックグラウンドを持つ人材が活躍しています。 部門内は、特許、商標、法務、

契約などの専門チームに分かれており、それぞれの専門性を活かして業務を遂行しています。 
また、グローバルな事業展開に対応するため、海外の法律事務所や特許事務所とも連携し、国

際的な知的財産戦略を推進しています。 

知的財産予算 
塩野義製薬は、知的財産を重要な経営資源と認識し、知的財産活動に積極的に投資を行ってい

ます。 知的財産部門の年間予算は、約 100 億円 であり、特許の出願・維持費用、ライセンス

契約費用、訴訟費用などに充当されています。 

成長戦略における知的財産の重要性 
製薬業界は、研究開発に多大な投資を必要とする知識集約型産業であり、知的財産は企業の競

争力の源泉となります。 塩野義製薬は、独自の研究開発力と知的財産戦略によって、数々の革

新的な医薬品を世に送り出してきました。 

近年、製薬業界では、以下の要因により、知的財産の重要性がさらに高まっています。 

● グローバル化の進展: 新興国市場の拡大に伴い、グローバル規模での知的財産戦略が不可欠

となっている。 
● 技術革新の加速: バイオテクノロジー、AI などの新たな技術の登場により、知的財産の保護

範囲が複雑化している。 
● 医療費抑制の強化: ジェネリック医薬品の普及により、新薬の開発コストを回収することが

難しくなっており、知的財産による独占期間の確保が重要となっている。 

塩野義製薬は、これらの課題に対応するため、知的財産戦略を経営戦略の中核に据え、グロー

バルな視点で知的財産の創造、保護、活用を推進しています。 

知的財産の創造、保護、活用 
塩野義製薬は、知的財産ライフサイクル全体を考慮し、知的財産の創造、保護、活用を戦略的

に推進しています。 

知的財産の創造: 塩野義製薬は、研究開発の初期段階から知的財産の創造を重視し、研究者に

対して知的財産に関する教育や研修を実施しています。 また、発明の創出を促進するため、社

内表彰制度やインセンティブ制度を導入しています。 

知的財産の保護: 塩野義製薬は、国内外で特許、商標、意匠などの知的財産権を取得し、自社

の技術やブランドを保護しています。 特許出願にあたっては、特許の質を高めるため、先行技

術調査や特許性評価を徹底的に行っています。 また、取得した特許については、権利行使や侵

害対策を積極的に行い、権利の維持・管理に努めています。 
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知的財産の活用: 塩野義製薬は、取得した知的財産を、ライセンス、共同研究開発、M&A など

を通じて、積極的に活用しています。 ライセンス契約により、自社の技術を他社に提供するこ

とで収益を拡大するとともに、共同研究開発により、外部の技術や知見を導入することで、研

究開発の効率化を図っています。 また、M&A を通じて、有望な技術や製品を持つ企業を買収

することで、新たな事業領域への進出や既存事業の強化を図っています。 

取得した特許 
塩野義製薬は、長年にわたり、積極的な研究開発活動を行い、数多くの特許を取得していま

す。特許取得数は、企業の研究開発力と技術力を示す指標の一つであり、塩野義製薬は、国内

外で多数の特許を取得することで、その高い技術力を証明しています。 

特許の種類としては、医薬品、医療機器、診断薬など、幅広い分野を網羅しており、特に、抗

感染症薬、抗がん剤、中枢神経系疾患治療薬などの分野で、多くの特許を取得しています。例

えば、抗インフルエンザウイルス薬「ゾフルーザ」に関する特許（特許第 6190938 号） や、

HIV 感染症治療薬「リルピビリン」に関する特許（特許第 5298374 号） などがあります。 

また、塩野義製薬は、特許の質にも注力しており、取得した特許は、高い新規性、進歩性、産

業上の利用可能性を有しています。例えば、ゾフルーザの特許は、新規な作用機序を有する抗

インフルエンザウイルス薬に関するものであり、 高い新規性と進歩性が認められています。こ

れにより、特許の権利範囲を広く確保し、競合他社に対する優位性を築いています。 

特許取得分野の内訳 
塩野義製薬は、多岐にわたる疾患領域において研究開発を行っており、取得した特許も様々な

分野に及んでいます。主な特許取得分野は以下の通りです。 

● 感染症: インフルエンザ、HIV、C 型肝炎など 
● がん: 肺がん、乳がん、胃がん、血液がんなど 
● 中枢神経系疾患: 統合失調症、うつ病、アルツハイマー病など 
● 代謝性疾患: 糖尿病、脂質異常症など 
● 炎症性疾患: リウマチ、炎症性腸疾患など 

ライセンス契約、共同研究開発、M&A 
塩野義製薬は、自社の知的財産を有効活用するため、ライセンス契約、共同研究開発、M&A な

どを積極的に展開しています。 

● ライセンス契約: 自社で開発した医薬品の製造販売権を他社に許諾することで、収益を拡大

するとともに、新薬をより多くの患者に届けることを可能にしています。例えば、塩野義

製薬は、抗 MRSA 薬「セフテラムピボキシル」の米国における販売権を、アメリカの製薬

会社であるテラバンス・バイオファーマ社に許諾しています。 
● 共同研究開発: 大学、研究機関、他の製薬企業との共同研究開発を通じて、新たな技術や知

見を獲得し、新薬開発を加速させています。例えば、塩野義製薬は、京都大学と共同で、

iPS 細胞を用いた創薬研究を行っています。 
● M&A: 有望な技術や製品を持つ企業を買収することで、新たな事業領域への進出や既存事業
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の強化を図っています。例えば、塩野義製薬は、2014 年にアメリカのバイオテクノロジー

企業であるレディラボラトリーズ社を買収し、後発医薬品事業に参入しました。 

新薬、医療機器などの製品化実績 
塩野義製薬の知的財産部門は、新薬、医療機器などの製品化においても重要な役割を担ってい

ます。特許戦略に基づいた研究開発、ライセンス契約、共同研究開発などを推進することで、

数々の革新的な製品を世に送り出してきました。 

 
 
 
 

Product Name Key IP (Patents, 
etc.) 

Therapeutic Area Launch Date 

ゾフルーザ 特許第 6190938 号

など 
インフルエンザ 2018 年 

リルピビリン 特許第 5298374 号

など 
HIV 感染症 2011 年 

ロズリートレク 特許第 6077973 号

など 
がん 2018 年 

セフテラムピボキ

シル 
特許第 4115437 号

など 
細菌感染症 2008 年 

これらの製品は、世界中の患者に貢献しており、塩野義製薬の収益成長にも大きく貢献してい

ます。 

知的財産リスク管理、紛争解決 
製薬業界では、特許侵害訴訟などの知的財産紛争が頻繁に発生しています。塩野義製薬の知的

財産部門は、このようなリスクを適切に管理し、紛争を解決することで、企業の事業活動を保

護しています。 

具体的には、以下の活動を行っています。 

● 特許侵害リスクの分析: 競合他社の特許を監視し、自社製品が特許侵害に該当する可能性を

評価する。例えば、新薬を開発する際には、競合他社の特許を調査し、特許侵害のリスク
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を分析します。 
● 紛争予防対策: 特許侵害のリスクを回避するための設計変更、ライセンス契約交渉などを行

う。例えば、競合他社の特許を回避するために、新薬の成分や製法を変更する場合があり

ます。 また、競合他社とライセンス契約を締結することで、特許紛争を未然に防ぐことも

あります。 
● 訴訟対応: 特許侵害訴訟が発生した場合、弁護士と連携して、訴訟戦略を策定し、企業の権

利を守る。 

グローバル展開における知的財産戦略 
塩野義製薬は、グローバルな事業展開を積極的に進めており、世界各国で医薬品を販売してい

ます。 グローバル展開においては、各国の法規制や商慣習に対応した知的財産戦略が不可欠と

なります。塩野義製薬は、各国で特許、商標などを取得し、自社の権利を保護するとともに、

ライセンス契約や共同研究開発を通じて、海外企業との連携を強化しています。 

企業の収益、ブランド価値、競争力への影響 
塩野義製薬の知的財産部門の活動は、企業の収益、ブランド価値、競争力に大きな影響を与え

ています。 

● 収益への影響: 特許によって新薬の独占販売期間を確保することで、収益を最大化してい

る。 また、ライセンス契約によって、特許の使用料収入を得ている。 例えば、ゾフルーザ

は、特許によって保護された新薬であり、高い収益を上げています。 
● ブランド価値への影響: 高品質な医薬品を開発し、特許を取得することで、企業の技術力と

信頼性を向上させ、ブランド価値を高めている。 例えば、塩野義製薬は、「世界の人々の

健康に貢献する」という企業理念を掲げており、 知的財産戦略を通じて、この理念を実現

しています。 
● 競争力への影響: 知的財産戦略によって、競合他社に対する優位性を築き、市場における競

争力を強化している。 例えば、ゾフルーザは、既存のインフルエンザ治療薬とは異なる新

規な作用機序を有しており、 競合他社に対する競争優位性を確立しています。 

塩野義製薬の知的財産戦略の競合他社との比較 
塩野義製薬は、他の製薬会社と比較して、知的財産戦略に力を入れている企業と言えるでしょ

う。例えば、武田薬品工業は、近年、特許切れによる収益減に苦しんでおり、 新薬開発の遅れ

が指摘されています。 一方、塩野義製薬は、積極的な研究開発と知的財産戦略によって、新薬

を次々と上市しており、 特許切れによる収益減の影響を最小限に抑えています。 また、アス

テラス製薬は、がん領域に特化した研究開発を行っているのに対し、 塩野義製薬は、感染症、

がん、中枢神経系疾患など、幅広い疾患領域をカバーしており、 リスク分散を図っています。 

知的財産によるイノベーションの促進 
塩野義製薬は、知的財産をイノベーションの促進に活用しています。社内では、研究者に対し

て知的財産に関する教育や研修を実施し、発明の創出を奨励しています。 また、社外との連携

を強化し、オープンイノベーションを推進することで、新たな技術や知見の獲得に努めていま
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す。 

知的財産部門の将来展望 
製薬業界では、AI やビッグデータなどの新たな技術の活用が進んでおり、 知的財産部門の役割

も変化していくと考えられます。塩野義製薬は、これらの変化に対応するため、知的財産部門

のデジタル化を推進し、業務の効率化を図っています。 また、AI を用いた特許分析やリスク予

測など、新たな技術の導入にも積極的に取り組んでいます。 

結論 
塩野義製薬は、知的財産を経営戦略の重要な要素と位置づけ、知的財産部門が中心的な役割を

担うことで、持続的な成長を遂げてきました。具体的には、積極的な特許取得、ライセンス契

約、共同研究開発、M&A などを通じて、革新的な医薬品を開発し、世界中の患者に貢献してい

ます。また、知的財産リスク管理、紛争解決にも積極的に取り組み、企業の事業活動を保護し

ています。 

塩野義製薬の知的財産戦略は、同社の長期的な安定収益の確保、ブランド価値向上、市場競争

力の強化に貢献しています。 特に、新薬の独占販売期間の確保による収益最大化、高品質な医

薬品開発によるブランド価値向上、競合他社に対する優位性構築による市場競争力強化などが

挙げられます。 さらに、塩野義製薬は、知的財産をイノベーションの促進にも活用しており、

社内外の連携強化によるオープンイノベーションを推進することで、持続的な成長を目指して

います。 

製薬業界は、グローバル化、技術革新、医療費抑制など、変化の激しい業界であり、企業は常

に新たな課題に直面しています。塩野義製薬は、今後も、知的財産戦略を進化させ、これらの

課題を克服することで、持続的な成長を遂げ、世界の人々の健康に貢献していくと考えられま

す。 
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